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本日の説明の趣旨

〇 「医師の働き方改革」に伴い、減少することが見込ま

れる救急医療提供体制の確保の一助とするため、横浜市

が実施する救急医療相談事業（♯7119）を本年11月か

ら、県が主体となって全県で展開する。

〇 本事業が適切に実施できるよう、現在の状況について

情報共有させていただきたい。
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１ ♯7119事業の概要①

事業目的

〇 県では、♯7119を全県展開することにより、次のことを

目指します。

① 県民の適正受診と救急車の適正利用を促進

② 県民への安全、安心の提供

③ 県内の限られた医療資源を有効活用

⇒ この取組により救急医療機関を受診する軽症患者の抑制を

促し、救急医療機関の負担軽減を図りたい。
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１ ♯7119事業の概要②
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相談窓口名称 かながわ救急相談センター

相談窓口電話
＃７１１９
または直通：045-232-7119・045-523-7119 

事業開始日 令和６年11月1日（金）午前０時～

対象エリア 県内全域

受付時間 24時間365日

年間相談件数 42万件（想定）

運営方法
コールセンター設置 ※運営は業務委託
（現在横浜市が行っている拠点で実施）



１ ♯7119事業の概要③
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運営体制
医師 オンコール体制
看護師 通常時2～19名（年末年始最大33名）
オペレーター 通常時2～13名（年末年始最大27名）

電話回線等 着信100回線 電話相談ブース60

運用システム
① ＩVR自動着信システム（ジェネシス）、② オペ
レーティングシステム（セールスフォース）を統合
した「＃7119統合システム」を構築・運用

事業概要

急な病気やけがの際に、家庭での対処方法や医療機
関の受診、救急車を要請した方がよいか等について、
24時間365日、看護師等が電話相談に応じるサービス
(救急相談＋医療機関案内)



〇 入電からの主な流れ
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相談者

自動音声応答
システム

看護師

①救急医療相談
or

②医療機関案内

①救急医療
相談

②医療機関案内

１⃣ ｼｮｰﾄﾒｯｾｰｼﾞ
or

2⃣ ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

2⃣ ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

医療機関検索の
ためのURLを送信

１⃣ ｼｮｰﾄﾒｯｾｰｼﾞ

架電

相談員

【聴取項目】
・年齢
・住所（区/町）
・希望診療科
・診療希望時間

検索 検索結果をｼｮｰﾄﾒｯｾｰｼﾞで送信
※送信を希望しない場合は、口頭で
の案内を実施

終了

【伝達項目】
・医療機関名
・医療機関電話番号
・医療機関の場所

※複数の医療機関を案内予定

緊急性あり

消防庁緊急度判
定プロトコルに
より判定 緊急性なし

医療機関案内を希望する場
合、オペレーターへ転送

転送

終了
相談者へ、119番
の推奨を行う

終了

受診前に必ず医療
機関に受診の可否
を電話確認するよ
う相談者に伝達



２ 救急医療相談について

○ #7119における救急医療相談では、看護師が総務省消防
庁「緊急度判定プロトコルVer.3」に基づいた「#7119統合
システム」を使い、緊急性や受診の必要性を判定します。

看護師

相談者から、年齢、主
訴等をヒアリングし、
#7119統合システムに入
力
 年齢・性別
 バイタルサイン
 主訴 など

#7119統合システム

総務省消防庁の「緊急
度判定プロトコル
Ver.3」のロジックを用
いた判定システムによ
る結果表示

看護師

緊急性や受診の必要性
を判定し、相談者に119
番か医療機関受診など
を案内
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２ 救急医療相談について 基本フロー①
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２ 救急医療相談について 基本フロー②
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1.「救急医療相談」タブを選択します。

◇救急医療相談
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新システム検証環境（救急医療相談） 確認手順

【参考】システムを使った救急医療相談の手順



2.画面の指示に従いヒアリングし、適切な選択肢を選択していきます。

◇救急医療相談
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新システム検証環境（救急医療相談） 確認手順



新システム検証環境（救急医療相談） 確認手順

３.バイタルサインに関わる質問で即119転送が必要ではない症状の場合、「症状などリスト」で症状のヒアリングをします。

◇救急医療相談
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4.バイタルサインに関わる質問で即119転送が必要ではない症状の場合、「緊急度判定プロトコル」で主訴のヒアリングを実施します。

◇救急医療相談

2画面モードでデフォルト設定されております。
縦型モニターに表示することを想定しております。
※実際のモニター解像度に合わせて調整予定。

5.「緊急度判定プロトコル」が別ウィンドウで立ち上がります。
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新システム検証環境（救急医療相談） 確認手順



6.「プロトコル」でチェックをつけた症状が相談記録画面に自動反映されます。プロトコル判定に基づいた「判定色」が表示されます。

◇救急医療相談

7.「プロトコル判定色」を看護師にて手動で変更したい場合は、「医師により指示」にチェックをつけて判定色を選択できます。
※下位色から上位色の変更のみ可能としています。
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新システム検証環境（救急医療相談） 確認手順



8.対象者の地域や対応した内容を選択します。

◇救急医療相談
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新システム検証環境（救急医療相談） 確認手順



9.「登録」ボタンを押下します。「救急医療相談」の相談記録として保存されます。

◇救急医療相談

※正しく値が入っていない場合は、登録ボタン押下後にアラートが表示されます。
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新システム検証環境（救急医療相談） 確認手順



３ 医療機関案内について①

○ #7119における医療機関案内では、オペレータが#7119
統合システムにて医療機関を検索し、利用者に医療機関
を案内します。

オペレータ

#7119統合システムに
利用者情報等を入力

 利用者の所在地
 電話相談プロトコル

により判定された診
療科

 受診希望時間など

#7119統合システム

入力された条件に合致
する医療機関を案内候
補として、利用者所在
地から距離の近い順に
リストアップ

オペレータ

案内候補リストを参考
に、医療機関を利用者
に案内※

※受診前に医療機関へ受診可
否を電話確認するよう指示
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３ 医療機関案内について②
○ かかりつけ医が診療時間内であれば、かかりつけ医を
受診するよう案内します。

○ 診療時間外の場合、オペレータは、医療機関を次の優
先順位で選定し、近距離の医療機関を複数案内します。

診療時間中の診療所１ 診療時間中の病院２

初期救急医療機関
（休日急患診療所）

３ 時間外外来受入病院
（救急告示病院等）

４
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３ 医療機関案内について③
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診療時間中の診療
所・病院

厚生労働省医療情報ネット（ナビイ）の登録情
報

初期救急医療機関
（休日急患診療所等）

厚生労働省医療情報ネット（ナビイ）の登録情
報

時間外外来受入病院
（救急告示病院等）

県救急医療中央情報センターが救急告示病院等
から収集する情報（診療科別の応需状況、2次
輪番情報等を含む）

○ 各医療機関の案内（診療日・診療時間・診療科等）は、
次の情報に基づき行う



３ 医療機関案内について 基本フロー
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1.画面の表示に従って上から（Q1～Q2）選択します。

◇医療機関案内（検索）

2.「登録」ボタンを押下します。

相談記録として対応内容が保存されます。
※「登録」ボタンを押下しなくても医療機関検索を実施すると
自動保存されます。
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新システム検証環境（医療機関案内（検索）） 確認手順

【参考】システムを使った医療機関案内の手順



新システム検証環境（医療機関案内（検索）） 確認手順

3.検索条件を選択して、「検索」ボタンを押下します。

◇医療機関案内（検索）
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4.検索結果が表示されます。

◇医療機関案内（検索） 5.病院名をクリックすると詳細情報を確認できます。
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新システム検証環境（医療機関案内（検索）） 確認手順



4.検索結果が表示されます。

◇医療機関案内（検索） 5.病院名をクリックすると詳細情報を確認できます。
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新システム検証環境（医療機関案内（検索）） 確認手順



７.「案内結果登録＆SMS送信」ボタンを押下すると、相談記録登録と同時にSMSによる送信が可能です。

◇医療機関案内（検索）
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新システム検証環境（医療機関案内（検索）） 確認手順



【参考】応需情報イメージ

#7119統合システムにて、救急告示医療機関等
の診療科別時間外外来受入れ可否情報を収集し、
医療機関案内に活用する。

【凡例】
○ 受入れ可
× 受入れ不可
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４ 広報について
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実施方法 広報先

知事定例会見 or 
記者発表

県政記者（R6年10月中下旬 日程調整中）

ポスター・チラシ
県・市町村等の公共機関、医療機関等
（R6年11月～）

動画（15秒、30秒）
電車・バス車内、駅のデジタルサイネージ
（R6年11月～12月）

広報紙
県のたより、市町村広報紙
（R6年11月）

インターネット
県ホームページ、県SNS等
（R6年11月～）



５ 事業開始後の進行管理について
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検証事項 応答率等の応答状況、プロトコルの運用状況、
利用者からの個別意見

メンバー 救急専門医、県健康医療局、委託事業者

頻度 ４半期毎

 事業開始後、本事業の進行管理を行うため、毎月、県
健康医療局と運営委託事業者による実務連絡者会議を開
催するほか、次の事項について、検証を実施予定。



６ 今後の日程

８月 ９月 10月 11月 12月

運営業務委託関係

システム構築関係

県民への周知

人員確保、研修等

事業開始

動画・ポスター等での周知

開発 総合テスト 運用開始準備
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記者
発表


